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入間市が「行政手続のオンライン化」で目指す姿

ミッション

（目的）

ビジョン

（目指す姿）

バリュー

（行動指針）

・行政手続をオンライン化により「行かなくても済む市役所」を実現します
・アナログ規制※3 へ対応し紙が必須の手続を見直します

来庁者が少なくなるため、来庁する方の滞在時間が短くなります
来庁が必要な方へのよりきめ細やかなサービスが行えます

※3：対面対応を必須とする法律・条例

入間市DXビジョンにて定義

デジタル技術を活用して持続可能な行政運営を実現し、
安全安心で住み続けたい入間市

DXビジョン別冊リーディングプロジェクトにて定義

「行かない市役所、申請・手続 DX」
「DX のプラットフォーム、バーチャル市役所」

入間市が目指すべき姿を定義し、行政手続のオンライン化の課題を解決していく進捗管理を行うため、「入間市行政手続のオンライ
ン化推進ロードマップ※1」を策定します。
入間市のDX推進の目指す方向性を示した「入間市DXビジョン」、「リーディングプロジェクト※2」の定義を再認識し、行かなくて
も済む市役所の実現、及び将来に向けた持続可能なまちづくりを実現するため、国や県の方針を踏まえ、デジタル技術の活用によっ
て、市の課題解決を図ることを目的としています。 ※1：中期的な予定

※2：先行した取り組み
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パーパス 心豊かでいられる、「未来の原風景」を創造し伝承する。
「サステナブルアクション 持続可能なまちづくりの取り組み」



市民・法人・団体等が対象の手続

1785件

オンライン化が可能

624件

オンライン

対応済

239件

オンライン

未対応

385件

オンライン化

対応不可

1161件

「行政手続のオンライン化」これまでの取り組みと課題

これまでの取り組み

① 入間市行政手続の押印見直しにより、98.3％の手続において押印廃止（令和2年度～

令和3年度）

② オンライン申請サービスを刷新し機能向上、クレジットカードによる電子決済にも対

応（令和3年度）

③ LINEを活用してオンライン申請を行えるサービスを新たに導入（令和5年度）

④ 全庁的にオンライン申請の拡充を推進する活動開始（令和5年度）

⑤ 推進活動によりオンライン化した手続数181件→239件に増加（令和6年3月現在）

課題

① オンライン化できている手続は全体の1割程度

② オンライン化したことの周知が足りず、オンライン手続の利用数が少ない

③ アナログ対応（原本書類の提出、世帯全員の署名が必要、対面で相談が必須など）のためオンライン化対応できない手続が多数ある

④ オンラインを前提とした業務の見直しが出来ていない（紙の申請書を前提としているなど）

令和6年3月末時点の行政手続の棚卸結果
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これまで、行政手続のオンライン化について、紙の書類が必須である要因だった押印を廃止する、オンライン化をするためのサービスは準
備するなどの取り組みを行ってきました。
しかしながら現状では、数々の課題が残っているため思うようにオンライン化が進まず、市民が市役所に行かなければならない状態です。



今後の取り組み

①すべての行政手続をオンライン化 【課題①④への対応】

取組の方向性

・手続をオンラインで行えるようにすることで「行かなくても済む市

役所」を目指す

・法律や特別な事情がない限りすべての手続をオンライン化する

取組内容

・各課手続の棚卸の実施・オンライン化優先度の設定

・優先度設定に基づき順次オンライン化の実施

・市LINE公式アカウントを手続のプラットフォーム※4とする

・国が運営するオンラインサービス（ぴったりサービス）の充実

※4：機能が集約されたもの

目指す姿を実現するために3つの取組を推進します
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②手続のオンライン申請率の向上 【課題②への対応】

取組の方向性

・オンライン化した手続を市民に広く活用してもらう

・入間市は「行かなくても済む市役所」というイメージを定着させる

取組内容

・HPやSNSなど各種広報の効果を検証

・広報手法をPDCAサイクル※5で効果的に実施
※5：計画・実行・評価・改善を繰り返すこと

③アナログ規制の見直し 【課題③への対応】

取組の方向性

・紙の書類、押印、対面が必須の手続（アナログ規制）を見直す

取組内容

・アナログ規制に該当する条例の洗い出し

・市で対応可能な規制について条例改正

オンライン化率UP



今後の取り組み 入間市LINE公式アカウントを「スマホ市役所」に
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今後の取り組み「①すべての行政手続をオンライン化」「②手続のオンライン申請率の向上」を効果的に進めるため、入間
市LINE公式アカウントの利用を促進し、オンライン手続のプラットフォームにすることを目指します。

特徴

◼ ボタンを押すだけの単純操作で目的の手続を簡単に発見、使い慣れたトーク画面で手続が完了

◼ 受信設定を行うことで手軽に入間市からの情報を受け取ることが可能

市民から寄せられたご意見・ご提案

市民の声をサービスの向上につなげていきます。令和5年度にいただいたご意見の一例をご紹介します。

◼防災いるまの放送がとても聞こえ難いのでLINEでも発信してほしい。市内の情報とか配信があれば良い。

➢イベント情報や、防災いるま放送内容などを、入間市LINE公式アカウントから配信するようにしました。

◼ LINEで申請できるのは便利。 一部しか申請できないのでもっとLINE申請できる事が増えて欲しいです。

➢今後もLINEで行える手続を増やしていきます。

スマホ市役所で市民の利便性を向上させます

ほとんどの市民が利用しているLINEが入間市のオンライン窓口となることで、24時間365日いつでも市役

所の手続が可能になります。将来的には、すべての手続がオンライン申請で完了する「行かなくても済む市

役所」のプラットフォームを目指していきます。



将来展望

行政手続のオンライン化に向けて3つの取組を推進することで、行政サービスをより身近に受けられるようになります。

現状 取組 将来像

①手続オンライン化

②オンライン申請率向上

③アナログ規制見直し

手続は窓口で行うのが
当たり前。順番待ちも多い。

オンラインで手続がで
きるのか分からない。

いつでもどこでもオンラインから手続可能。
対面が必要な手続もオンラインで。

どうしても市役所・地区センターに行く必要
がある手続も、来庁者が少なくなるため
滞在時間が減少。 6



手続オンライン化のロードマップ

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

手続の
棚卸

す
べ
て
の

行
政
手
続
を
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ン
ラ
イ
ン
化
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続
の
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ン
ラ
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向
上 効果的な

広報手法の実施

ア
ナ
ロ
グ
規
制
の

見
直
し

優先度
設定

実現可能な手続のオンライン化
（3ヶ月間隔で進捗確認）

手続の棚卸
対象手続の再検討

オンライン化
の実施

行
か
な
く
て
も
済
む
市
役
所
の
実
現

オンライン化に合わせた業務見直し

対応
チーム
設置

対象条例
洗い出し

見直し
方針策定

見直し可能な
条例の改正

アナログ規制見直しに伴う運用見直し
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広報手法の

改善点を検討

広報の計画

広報を実施

HPやSNSなど

各種広報の効果検証

※スケジュールは計画段階のものであり変更する可能性があります


